
学 年 教科等 単元名 日  時 

第５学年 算数科 合同な図形 令和５年７月 11日(火)６校時 

研究主題 自律的に学ぶ子どもの育成 

研究内容１の手立て  単元をとおして、子どもの素直な発言から「問い」につなげるために、導入や発問を工夫する。特に、三角

形や四角形の性質については、既習の三角形(直角三角形、直角二等辺三角形)や四角形(長方形、正方形)の

角の大きさの和を確かめた後に、他の三角形や四角形を提示することで、「どんな形でも同じ性質が成り立つ

の？」という問いをもたせ、追究していけるようにする。本時においては、五角形の角の大きさの和を求める

際に、図形内に対角線を引き、三角形や四角形に分けて考えようとするであろう。多様な考え方を引き出す

ことで、「どの分け方が求めやすいかな？」という問いをもたせたい。また、問いを解決した後に、別の形の

五角形を提示することで、新たな問いをもち、問題解決に取り組むことができるようにする。さらに、これま

での学習と関連付けることで、「他の多角形についても考えてみたい。」という思いをもつことができるよう

にする。 

研究内容２の手立て  本時において自覚させたい数学的な見方・考え方は、三角形や四角形の性質を基にした見方・考え方であ

る。図形内に対角線を引き、多角形を三角形や四角形に分けて求めている子どもの考えを取り上げ、その理

由を問い、全体に共有することで、三角形や四角形の性質を用いて多角形の角の大きさの和を求める考え方

を確かなものにする。 

 

 

 
 

前時の学習で、四角形の角の大きさの和について考える際に、角を切り取って合わせたり、対角線を引いて三角形に分け、三

角形の角の大きさの和を用いて計算したりして求めた。子どもは、三角形に分けると四角形の角の大きさの和を求めることがで

きることを学習していたため、本時の学習においても、五角形に対角線を引いて三角形や四角形をつくり、角の大きさの和を求

めるであろうと予想した。 

本時では、五角形の角の大きさの和を求めるための分け方を、タブレット端末の図形内に

直線を引かせ、それを全体に共有することで、子どもが多様な分け方があることに気付き、

「どの分け方が求めやすいかな？」という問いをもつであろうと考えた。しかし子どもは、

分け方の比較よりも、「五角形の角の大きさの和を求めたい。」という思いをもっており、教

師の思いと子どもの思いがずれてしまった。また、様々な分け方を考えていた子どももいた

が、３つの三角形に分ける方法と、三角形と四角形に分ける方法のみを取り上げ、全体で共

有した。五角形の角の大きさの和の求めやすさについて問いをもつためには、多様な分け方

で求めることができることを共有するべきであった。 

  五角形の角の大きさの和が 540°であることを確認した後に、別の形の五角形を提示し、

どんな五角形でも角の大きさの和が同じになるか考えさせる予定だったが、「六角形なら…。」

とつぶやいた子どもがいたため、その発言を取り上げ、六角形の角の大きさの和について考

えさせた。子どもは、４つの三角形や、三角形と五角形に分けながら問題解決に取り組んで

いた。 
 

 

  本時では、五角形の角の大きさの和について考える際に、五角形に対角線を引き、三

角形や四角形の性質を用いて解決しようとする姿を価値付けようと考えていた。しかし、

思考過程をふりかえる時間を十分に確保することができず、その姿を価値付けるまでに

は至らなかった。三角形や四角形の角の大きさの和が、五角形のどの角を指しているの

か、十分に確認できなかったため、三角形や四角形に分けて考えることのよさを実感で

きていない子どもがいた。 

終末の段階において、本時の学習について学んだことや考えたことを記述させた際に、

三角形や四角形の性質を基に考えたことを記述している子どもが多くいた。しかし、全

員が五角形の角の大きさの和の求め方を理解していたとは言えない。 
 

 

 

○ 五角形の角の大きさの和の求めやすさは、子どもによって異なるため、授業の導入段階ではなく、様々な求め方で考えた後に

生まれる問いであった。子どもの実態把握と深い教材研究を基に、子どもが自ら問いをもつためのしかけの在り方を考える必要

がある。さらに、問いを発展させるためのしかけについても今後検討していく必要がある。 

○ ほとんどの子どもが、三角形や四角形の性質を基に、五角形の角の大きさの和の求め方を考えていた。しかし、本時において

ねらいとしている見方・考え方を自覚させるまでには至らなかった。五角形の角の大きさの和の求め方を全員で共有しながら理

解をそろえたり、解決方法を確かめたりする場を意図的に設定する必要がある。 

 

 

御意見・御質問はこちら（研究部アドレス） 

miyafuken@cc.miyazaki-u.ac.jp 

子どもが自ら「問い」

をもつためのしかけ

の在り方 

数学的な見方・考え

方を自覚するための

ふりかえりの在り方 

研究内容１：子どもが自ら「問い」をもつためのしかけの在り方 

子どもの姿からの報告 

研究内容２：数学的な見方・考え方を自覚するためのふりかえりの在り方 

【子どもが考えた求め方の一例】 

【実際の板書】 

【子どもが本時学習について記述したノート】 

子どもの姿からの報告 



○ 本時の目標 

 

○ 本時の指導過程                                      

学習活動及び学習内容 教師のかかわり 

１ 学習問題と出合う。 

 ○ 学習問題 

 

 

 

 

  ・「五角形を分ければよい。」 

・「対角線を引けばよいのかな。」 

 ○ 問い 

   

 

２ 問いを追究する。 

○ 三角形の性質を基にした考え 

  ・「対角線を２本引くと、三角形が３つになるよ。」 

 

 

 

・ 180°×３＝540°          540° 

 ○ 三角形の性質と四角形の性質を基にした考え 

  ・「対角線を１本引けばできるよ。」 

 

 

 

・ 180°＋360°＝540°         540° 

○ 問いに対する答え 

 

 

 

 

 

 

 

３ 他の五角形の角の大きさの和を求める。 

 ○ 形の異なる五角形 

○ 自作の五角形 

  ・「こんな形の五角形でも三角形に分けることがで 

きるよ。」 

  ・「本当に 540°になったよ。」 

 

４ 本時学習をふりかえる。 

○ 多角形の角の大きさの和の求め方 

・「どんな五角形も角の大きさの和は、540°になる

んだ。」 

・「六角形や七角形の角の大きさの和も分かりそう

だ。」 

 

○ 問題を提示すると、子どもが「五角形を分ければよい。」等と

発言するであろう。「どうやって分ければ求められるかな？」と

問い、線を引かせることで、主体的に問題にかかわることができ

るようにする。 

○ 子どもが分けた図をいくつか提示し、全体に共有することで、

多様な分け方があることに気付かせ、本時の「問い」をもつこと

ができるようにする。 

 

 

 

 

 

○ 「三角形が３つになる。」とつぶやく子どもの発言を、全体に

共有し、角の大きさの和に着目して説明する子どもの姿を引き出

すことで、三角形の性質を基に考えることができるようにする。 

 

 

 

○ 左記のような発言を、「どういうことか分かる？」と問い返し、

「三角形と四角形に分けている。」という発言を引き出し、共有

することで、三角形や四角形の性質を基に考えることができるよ

うにする。 

 

 

○ 問いを解決した後、他の五角形を提示してゆさぶりをかけるこ

とで、「どの五角形でも同じかな。」という発言を引き出し、様々

な形の五角形について考えたいという思いをもつことができる

ようにする。 

 

 

 

 

★ 答えを求めた後に「五角形の内角の和をどうやって求めたのか

な？」と問い、図と関連付けて説明活動に取り組ませることで、

本時の学びを確かにすることができるようにする。 

 

 

 

 

○ 左記のような発言を取り上げ、価値付けることで、多角形につ

いての見方・考え方が広がったことを実感することができるよう

にする。 

○ 六角形や七角形の角の大きさの和を求める子どもがいること

が予想される。その考えを取り上げ、全体に共有することで、多

角形の角の大きさの和を求めたいという意欲をもつことができ

るようにする。 

○ 本時の評価規準 

三角形や四角形の性質を基に、対角線を引いて多角形の角の大きさの和の求め方を説明している。 

（思考・判断・表現②）【発言分析・記述分析】 

 三角形や四角形の性質を用いて、多角形の角の大きさの和の求め方を考えることができる。 

 

五角形の角の大きさの和は 

何度でしょう。 

どの分け方なら求められるかな？  

対角線を２本引いて、３つの三角形に分けて求

める。 

対角線を１本引いて、三角形と四角形に分けて

求める。 



 


